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平
成
28
年
度
の
事
業
・
予
算
の
構
想
な
ど
協
議

東
京
都
農
業
会
議
賛
助
員
協
議
会

　

都
農
業
会
議
は
、
11
月
17
日
に

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
て
区
市
町
村

主
管
課
長
お
よ
び
農
業
委
員
会
長

67
人
の
出
席
を
得
て
、
賛
助
員
協

議
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

協
議
で
は
、
農
業
委
員
会
法
の

改
正
に
伴
う
農
業
委
員
会
と
農
業

会
議
の
対
応
、
平
成
28
年
度
農
業

会
議
事
業
お
よ
び
予
算
の
構
想
な

ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

本
会
の
組
織
変
更
計
画
（
定
款

案
）
に
つ
い
て
は
、
基
本
案
を
示

し
、
今
後
と
も
連
携
し
て
対
応
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。来年度の事業・予算について協議する様子

愛
知
県
名
古
屋
市
の
水
田
の
集
団
栽
培
と

　
　
　
　
　

都
市
地
域
で
の
野
菜
生
産
な
ど
研
究

農
業
委
員
会
長
研
究
集
会

名古屋市農業委員との意見交換

産
す
る
阪
野
明
義
さ

ん
の
圃
場
を
見
学

し
、
都
市
的
な
環
境

の
な
か
で
農
地
を
維

持
す
る
苦
労
な
ど
に

つ
い
て
話
を
聞
き
ま

し
た
。

　

２
日
目
は
愛
知
県

青
年
会
館
に
お
い
て

　

都
農
業
会
議
は
10
月
22
日
か

ら
23
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

愛
知
県
名
古
屋
市
に
お
い
て
農

業
委
員
会
長
研
究
集
会
を
開
き

ま
し
た
。

　

１
日
目
は
現
地
見
学
を
行
い
、

初
め
に
Ｊ
Ａ
な
ご
や
南
陽
町
支

店
を
訪
れ
て
水
田
の
集
団
栽
培

に
関
す
る
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
南
西
部
に
位
置
す

る
こ
の
地
域
で
は
、
稲
作
の
中

核
的
な
担
い
手
が
少
な
い
こ
と

も
あ
り
、
Ｊ
Ａ
が
土
地
改
良
区

と
協
力
し
て
農
家
か
ら
作
業
委

託
を
受
け
る
営
農
形
態
が
定
着

し
て
い
ま
す
。

　

稲
刈
り
前
の
稲
穂
が
黄
金
色
に

実
っ
た
水
田
も
見
学
し
ま
し
た
。

　

次
に
名
古
屋
市
内
で
野
菜
を
生

名
古
屋
市
の
農
業
と
農
業
委
員
会

活
動
に
つ
い
て
の
室
内
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

　

最
初
に
市
の
担
当
者
か
ら
市
内

の
農
業
生
産
の
概
況
や
、
農
業
委

員
会
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
農
業
委
員
会
か
ら
は

上
田
幸
雄
会
長
を
は
じ
め
14
人
の

農
業
委
員
が
出
席
し
、
参
加
者
と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
産
緑
地
の
追
加
指
定
や
農
業

委
員
会
の
建
議
活
動
、
市
民
向
け

の
農
業
体
験
の
取
組
な
ど
幅
広
い

内
容
に
つ
い
て
、
活
発
に
意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
愛
知
県
農
業
会
議
の
鈴

木
農
政
課
長
か
ら
、
愛
知
県
農
業

の
特
徴
に
関
す
る
説
明
を
受
け
ま

し
た
。　
　

阪野明義さんの野菜畑を見学

　

11
月
18
日
か
ら
19
日
に
か
け

て
、
島
し
ょ
農
業
委
員
会
協
議
会

（
沖
山
慶
孝
会
長
＝
八
丈
町
）
は
、

ふ
る
さ
と
東
京
む
ら
づ
く
り
塾
と

協
力
し
、
現
地
検
討
会
を
開
き
、

農
業
委
員
会
長
な
ど
12
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

長
野
県
原
村
の
八
ヶ
岳
中
央
農

業
実
践
大
学
校
と
同
県
飯
田
市
の

小
池
手
造
り
農
産
加
工
所
を
見
学

し
ま
し
た
。

　

大
学
校
で
は
、
農
業
後
継
者
の

育
成
と
島
し
ょ
地
域
で
の
就
農
の

可
能
性
、
加
工
所
で
は
農
産
加
工

に
よ
る
地
域
振
興
と
中
山
間
地
域

に
お
け
る
起
業
な
ど
に
つ
い
て
研

究
し
ま
し
た
。

八ヶ岳中央農業実践大学校のシクラメン
栽培を見学

長
野
県
原
村
の
後
継
者
育
成
と

　
　
　

飯
田
市
の
農
産
加
工
の
取
り
組
み
を
研
究

島
し
ょ
農
業
委
員
会
協
議
会

改
正
農
業
委
員
会
法
の
政
省
令
が
公
布

　

政
府
は
、
平
成
27
年
９
月
４
日

に
可
決
・
成
立
し
た
農
業
協
同
組

合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
政
省
令
を
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
経
て
、
10
月
28
日
に
公
布

し
ま
し
た
。

　

３
面
で
は
、
法
律
本
文
と
政
省

令
の
概
要
を
掲
載
し
、
農
業
委
員

会
法
の
一
部
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
解
説
し
て
い
ま
す
。

東
京
都
農
業
会
議
情
報

立
川
市
柴
崎
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及
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農
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会
議
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平
成
27
年
11
月
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第
７
回
常
任
会
議
員
会
議

　

平
成
27
年
10
月
19
日
に
開
催

し
状
況
は
次
の
と
お
り
。

議
事

　

農
地
法
の
規
定
に
基
づ
く

知
事
諮
問
は
、
第
５
条
４
件

１
８
７
１
㎡
を
審
議
し
、
許
可

相
当
と
答
申
す
る
旨
決
定
し

た
。

協
議

　

①
農
業
委
員
会
法
の
一
部
改

正
の
概
要
と
対
応
に
つ
い
て
説

明
し
た
。
農
業
委
員
定
数
の
考

え
方
お
よ
び
農
業
委
員
と
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
役
割

分
担
な
ど
を
提
示
し
意
見
を
交

換
し
た
。
②
農
業
会
議
の
組
織

変
更
計
画
案
に
つ
い
て
、
理
事

会
お
よ
び
常
設
審
議
委
員
会
の

構
成
案
な
ど
を
説
明
し
た
。
③

平
成
28
年
度
東
京
都
農
業
会
議

事
業
・
予
算
の
構
想
案
を
説
明

し
、
区
市
町
村
賛
助
員
協
議
会

に
提
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

当
面
の
農
政
問
題
で
は
、
第

４
回
都
市
農
業
振
興
に
関
す
る

小
委
員
会
と
関
係
団
体
ヒ
ア
リ

ン
グ
お
よ
び
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
動
向
を

報
告
し
た
。
ま
た
、
企
業
的
農

業
経
営
顕
彰
お
よ
び
農
業
後
継

者
顕
彰
の
候
補
者
の
推
薦
状
況

を
報
告
し
た
。

第
８
回
常
任
会
議
員
会
議

　

平
成
27
年
11
月
17
日
に
開
催

し
状
況
は
次
の
と
お
り
。

議
事

　

農
地
法
の
規
定
に
基
づ
く

知
事
諮
問
は
、
第
４
条
３
件

４

９

４

㎡
、

第

５

条

６

件

３
９
１
５
・
６
７
㎡
を
審
議
し
、

許
可
相
当
と
答
申
す
る
旨
決
定

し
た
。

協
議

　

①
12
月
17
日
に
開
催
す
る
臨

時
総
会
開
催
計
画
・
提
出
議

案
を
説
明
し
、
「
組
織
変
更
計

画(

定
款)

案
」
お
よ
び
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
「
特
定
個

人
情
報
取
扱
規
程
案
」
を
上
程

す
る
こ
と
と
し
た
。
②
企
業
的

農
業
経
営
顕
彰
と
農
業
後
継
者

顕
彰
の
候
補
者
に
農
業
会
議
会

長
賞
の
交
付
を
決
定
し
た
。
ま

た
、
優
秀
な
経
営
に
東
京
都
知

事
賞
、
全
国
農
業
会
議
所
会
長

賞
、
東
京
都
産
業
労
働
局
長
賞

の
交
付
申
請
を
行
う
こ
と
も
併

せ
て
決
定
し
た
。

　

当
面
の
農
政
問
題
で
は
、
第

６
回
都
市
農
業
振
興
に
関
す
る

小
委
員
会
お
よ
び
東
京
国
税
局

主
催
の
第
31
回
納
税
猶
予
制
度

適
正
化
協
議
会
の
状
況
を
報
告

し
た
。

常　

任　

会　

議　

員　

だ　

よ　

り

　

都
農
業
会
議
は
10
月
９
日
、
国

立
市
に
お
い
て
農
業
委
員
会
経
営

関
係
部
会
長
研
究
集
会
を
開
き
、

区
市
町
村
農
業
委
員
会
か
ら
約
40

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

「
地
産
地
消
の
新
し
い
パ
ー
ト

ナ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
、
国
立
市
内

で
展
開
さ
れ
て
い
る
農
産
物
流
通

の
新
た
な
動
き
に
つ
い
て
研
究
し

ま
し
た
。

　

室
内
研
修
で
は
、
は
じ
め
に
株

式
会
社
エ
マ
リ
コ
く
に
た
ち
代
表

取
締
役
の
菱
沼
勇
介
さ
ん
か
ら
、

地
元
農
家
の
農
産
物
を
取
り
扱
う

国
立
駅
近
く
の
小
売
店
「
し
ゅ
ん

か
し
ゅ
ん
か
」
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
一
橋

大
学
の
学
生
が
協
力
し
て
運
営
す

る
地
場
産
品
の
店
「
と
れ
た
の
」

に
つ
い
て
、
共
に
学
生
で
あ
る
代

表
の
伊
藤
大
輝
さ
ん
と
、
店
長
の

小
倉
一
倫
さ
ん
か
ら
話
を
聞
き
ま

し
た
。

　

そ
の
後
バ
ス
で
移
動
し
、
富
士

国
立
市
内
の
新
た
な
農
産
物
流
通
な
ど
研
究

農
業
委
員
会
経
営
関
係
部
会
長
研
究
集
会

国立市の新たな農産物流通について意見を交換

見
台
団
地
の
中
に
あ
る
「
と
れ
た

の
」
の
店
内
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
野
菜
や
果
樹
を
生
産

し
て
こ
れ
ら
の
店
に
農
産
物
を
出

荷
し
て
い
る
佐
藤
英
明
さ
ん
か

ら
、
経
営
概
況
や
、
地
場
産
品
を

地
域
の
消
費
者
に
届
け
る
仕
組
み

づ
く
り
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し

た
。

　

都
農
業
会
議
は
、
９
月
30
日

に
、
立
川
市
で
「
立
川
市
農
業
委

員
会
の
活
動
と
都
市
農
業
経
営
の

研
究
」
を
テ
ー
マ
に
農
地
部
会
長

研
究
集
会
を
開
き
、
都
内
の
農
業

委
員
や
職
員
な
ど
約
50
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

研
究
集
会
で
は
、
ま
ず
、
立
川

市
の
農
業
の
概
要
と
施
策
お
よ
び

立
川
市
農
業
委
員
会
の
活
動
に
つ

い
て
、
粕
谷
秀
夫
会
長
と
同
市
の

担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

特
に
、
立
川
市
農
業
委
員
会
が

積
極
的
に
取
り
組
む
農
地
保
全
活

動
や
農
業
者
の
支
援
活
動
さ
ら
に

市
民
と
の
交
流
活
動
に
つ
い
て
報

告
が
さ
れ
、
出
席
者
の
質
疑
応
答

を
通
じ
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

現
地
研
究
で
は
、
①
粕
谷
会
長

宅
の
個
人
直
売
所
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度
を
活
用
し
た
野
菜
生
産
経

営
、
②
（
有
）
小
林
養
樹
園
の
雇

用
を
活
用
し
た
法
人
経
営
に
よ
る

植
木
生
産
と
周
辺
住
民
に
魅
せ
る

緑
の
美
術
館
の
取
り
組
み
、
③
中

里
邦
彦
さ
ん
に
よ
る
市
内
で
は
数

少
な
い
市
街
化
調
整
区
域
で
の
大

規
模
野
菜
生
産
と
雇
用
を
活
用
し

た
経
営
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

特
長
の
あ
る
先
進
的
経
営
に
参

加
者
は
質
問
を
投
げ
か
な
が
ら
、

積
極
的
に
研
究
し
ま
し
た
。

立
川
市
の
農
地
保
全
活
動
な
ど
研
究

農
業
委
員
会
農
地
部
会
長
研
究
集
会

立川市では数少ない市街化調整区域の農地
で中里邦彦さんの話しを聞く
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農
業
協
同
組
合
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
が
平
成
27
年

９
月
４
日
に
可
決
・
成
立
し
た

の
を
受
け
、
政
省
令
案
に
つ
い

て
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
経
て
、
10
月
28
日
に
政
省
令

が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
農
業
委
員
会

法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
詳
細

が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

概
要
は
左
記
の
と
お
り
。

農
業
委
員
の
任
命

１
．
改
正
法
（
本
文
）

①
農
業
委
員
は
、
市
町
村
長
が

議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す
る
。

（
法
第
８
条
第
１
項
）

②
市
町
村
長
は
、
農
業
委
員
の

任
命
に
あ
た
り
、
農
業
委
員
会

の
所
掌
に
属
す
る
事
項
に
関
し

利
害
関
係
を
有
し
な
い
者
が
含

ま
れ
る
よ
う
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
（
法
第
８
条
第
６
項
）

③
市
町
村
長
は
、
農
業
委
員
を

任
命
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

あ
ら
か
じ
め
、
農
業
者
、
農
業

者
が
組
織
す
る
団
体
そ
の
他
の

関
係
者
に
対
し
、
候
補
者
の
推

薦
を
求
め
る
と
と
も
に
農
業
委

員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
の
募
集

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
法

第
９
条
第
１
項
）

④
市
町
村
長
は
、
農
林
水
産
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
推

薦
を
受
け
た
者
お
よ
び
募
集
に

応
募
し
た
者
に
関
す
る
情
報
を

整
理
し
こ
れ
を
公
表
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

（
法
第
９
条
第
２
項
）

２
．
政
省
令
な
ど

 

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化

推
進
員
は
同
時
に
推
薦
を
求
め

募
集
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 
(

施
行
令
第
４
条)

 
農
業
委
員
は
区
市
町
村
外
在
住

者
可
・
農
業
者
以
外
可
・
農
業

委
員
の
区
市
町
村
重
複
可
。

◆
農
業
委
員
の
推
薦
・
募
集
・

情
報
の
整
理
・
公
表

①
概
ね
１
ヶ
月
間
推
薦
・
募
集

内
容
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で

公
表
す
る
。（
施
行
規
則
第
７
条
）

②
推
薦
を
受
け
る
者
・
応
募
し

た
者
が
提
出
す
る
書
類
の
内
容

（
施
行
規
則
第
５
条
）

 
 

氏
名
・
住
所
・
職
業
・
年
齢
・

性
別
・
経
歴
・
農
業
経
営
の
状

況
・
認
定
農
業
者
の
有
無
・
推

薦
も
し
く
は
応
募
の
理
由
・
推

薦
す
る
者
に
関
す
る
事
項
・
農

地
利
用
最
適
化
推
進
員
の
推
薦
・

応
募
状
況
。

③
推
薦
を
受
け
る
者
・
応
募
し

た
者
の
情
報
の
公
表
内
容

　

区
市
町
村
は
中
間
お
よ
び
期

間
の
終
了
後
に
次
の
事
項
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
り
公
表
す
る
。

　

公
表
内
容
＝
推
薦
を
受
け
た

者
・
応
募
し
た
者
の
う
ち
認
定

農
業
者
の
数
お
よ
び
②
の
う
ち

の
住
所
を
除
い
た
事
項

◆
農
業
委
員
候
補
者
評
価
委
員

会 

（
仮
称
）
の
設
置

　

市
町
村
長
は
、
法
第
９
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
る
推
薦
を
受
け
た

者
お
よ
び
同
項
の
規
定
に
よ
る
募

集
に
応
募
し
た
者
の
数
が
委
員
の

定
数
を
超
え
た
場
合
そ
の
他
必
要

と
認
め
る
場
合
に
は
、
法
第
８
条

第
１
項
の
規
定
に
よ
る
任
命
に
あ

た
っ
て
は
、
関
係
者
か
ら
の
意
見

の
聴
取
そ
の
他
の
当
該
任
命
の
過

程
の
公
正
性
お
よ
び
透
明
性
を
確

保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
（
施
行
規
則
第
５
条
第
２

項
）

農
業
委
員
の
定
数

１
．
改
正
法
（
本
文
）　

 
 

農
業
委
員
の
定
数
は
、
農
業

者
の
数
、
農
地
面
積
そ
の
他
の

事
情
を
考
慮
し
て
政
令
で
定
め

る
基
準
に
従
い
条
例
で
定
め
る
。

（
法
第
８
条
第
２
項
）

２
．
政
省
令
等
に
よ
る
規
定

　

政
令
第
５
条
に
よ
り
、
東
京
都

内
の
区
市
町
村
農
業
委
員
会
の
農

業
委
員
の
定
数
の
上
限
は
、
①
農

地
利
用
最
適
化
推
進
員
を
委
嘱
す

る
農
委
会
＝
上
限
14
人
、
②
農
地

利
用
最
適
化
推
進
員
を
委
嘱
し
な

い
農
委
会
＝
上
限
27
人

農
業
委
員
と
認
定
農
業
者

１
．
改
正
法
（
本
文
）

　

市
町
村
長
は
、
農
業
委
員
の

任
命
に
あ
た
っ
て
は
、
認
定
農

業
者
で
あ
る
個
人
等
が
委
員
の

過
半
数
を
占
め
る
よ
う
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
認
定

農
業
者
が
少
な
い
場
合
そ
の
他

農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
場
合

は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
（
法
第

８
条
第
５
項
）

２
．
政
省
令
等
に
よ
る
規
定

①
対
象
外
の
区
市
町
村

　

区

域

内

の

農

地

面

積

が

２
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
宅
地
化

農
地
を
除
く
）
を
超
え
な
い
区

市
町
村

　

同
意
市
町
村
（
農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
法
）
で
な
い
区
市

町
村

②
認
定
農
業
者
等
が
委
員
の
過

半
数
を
占
め
る
こ
と
を
要
し
な

い
区
市
町
村
（
施
行
規
則
第
２

条
）

　

区
域
内
に
お
け
る
認
定
農
業

者
の
数
が
農
業
委
員
の
定
数
の

８
倍
を
下
回
る
場
合
は
、
認
定

農
業
者
と
認
定
農
業
者
に
準
ず

る
者
が
過
半
も
し
く
は
４
分
の

１
を
占
め
る
こ
と
を
区
市
町
村

議
会
で
同
意
を
得
た
場
合
。

　

※
認
定
農
業
者
に
準
ず
る
者

＝
①
過
去
に
認
定
農
業
者
で

あ
っ
た
者
、
②
認
定
農
業
者
の

親
族
、
③
認
定
就
農
者
、
④
一

定
の
要
件
を
備
え
た
法
人
の
業

務
執
行
役
員
や
使
用
人
な
ど
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員 

１
．
改
正
法
（
本
文
）

　

農
業
委
員
会
は
、
農
地
等
の

利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
熱
意

と
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か

ら
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

を
委
嘱
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

た
だ
し
、
政
令
で
定
め
る
市

町
村
や
農
地
等
の
利
用
の
効
率

化
が
あ
る
程
度
図
ら
れ
て
い
る

等
の
市
町
村
は
こ
の
限
り
で
は

な
い
。
（
法
第
17
条
第
１
項
）

２
．
政
省
令
等
に
よ
る
規
定

①
対
象
外
の
区
市
町
村

　

区

域

内

の

農

地

面

積

が

２
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
宅
地
化

農
地
を
除
く
）
を
超
え
な
い
区

市
町
村

　

農
地
の
利
用
の
効
率
化
が
あ

る
程
度
図
ら
れ
て
い
る
区
市
町

村②
農
地
利
用
最
適
化
推
進
の
選

任
　

区

域

内

の

農

地

面

積

の

１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
ひ
と
り

の
割
合
で
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
を
配
置
す
る
。 

　

推
薦
・
募
集
は
農
業
委
員
の

場
合
に
準
ず
る
。

　

選
任
に
あ
た
っ
て
は
評
価
委

員
会
（
仮
称
）
は
設
置
せ
ず
、

農
業
委
員
会
の
総
会
に
て
協
議

を
行
う
。

改
正
農
業
委
員
会
法
お
よ
び
政
省
令
の
概
要
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11
月
20
日
、
消
費
者
に
都
市

農
業
の
実
態
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
武
蔵
野
市
に
お
い
て
農

業
応
援
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
き
、

都
内
各
地
か
ら
約
40
人
の
消
費

者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

（
眞
利
子
伊
知
郎
会
長
）
と
東
京

都
消
費
者
月
間
実
行
委
員
会
（
山

下
陽
枝
委
員
長
）
の
共
催
に
よ

る
企
画
で
、
武
蔵
野
市
農
業
経

営
者
ク
ラ
ブ
（
下
田
誠
一
会
長
）

が
協
力
し
ま
し
た
。

　

竹
内
昭
博
さ
ん
の
果
樹
園
や

井
口
良
美
さ
ん
の
野
菜
畑
、
田

中
裕
志
さ
ん
の
ウ
ド
生
産
な
ど

を
見
学
し
、
そ
の
後
Ｊ
Ａ
の
会

議
室
に
お
い
て
参
加
者
と
農
業

者
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　

都
内
の
新
規
就
農
者
や
研
修
中

の
新
規
就
農
希
望
者
と
北
海
道
鹿

追
町
農
業
委
員
会
（
櫻
井
公
彦
会

長
）
の
農
業
委
員
と
の
意
見
交
換

会
を
11
月
12
日
に
開
き
ま
し
た
。

　

鹿
追
町
で
は
、
耕
作
面
積
の
大

規
模
化
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
、

遊
休
農
地
が
な
く
、
新
規
就
農
者

な
ど
が
参
入
し
に
く
い
状
況
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
担
い
手
対

策
に
若
い
新
規
就
農
者
の
意
見
を

聞
き
た
い
と
訪
れ
「
な
ぜ
職
業
と

し
て
農
業
を
選
ん
だ
の
か
」
な
ど

質
問
を
投
げ
か
け
て
い
ま
し
た
。

武
蔵
野
市
の
農
業
を
消
費
者
が
見
学

農
業
応
援
バ
ス
ツ
ア
ー

北海道鹿追町の農業委員と意見交換す
る都内の新規就農者

　

都
農
業
会
議
お
よ
び
国
分
寺
市

認
定
農
業
者
相
談
支
援
チ
ー
ム

は
、
11
月
12
日
に
地
場
農
産
物
を

使
っ
た
加
工
品
作
り
セ
ミ
ナ
ー
を

共
催
で
開
き
ま
し
た
。

　

都
内
の
女
性
農
業
者
24
人
が
参

加
し
、
小
平
市
の
小
野
義
雄
さ
ん
・

久
枝
さ
ん
夫
妻
が
営
む
「
に
ご
り

や
農
園
」
の
圃
場
と
、
東
京
都
の

補
助
事
業
を
活
用
し
て
建
設
し
た

加
工
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
国
分
寺
市
の
地
元
Ｊ

Ａ
の
調
理
室
に
て
、
久
枝
さ
ん
を

講
師
に
、
参
加
者
は
コ
ツ
や
注
意

点
な
ど
の
講
習
を
受
け
な
が
ら
、

イ
チ
ジ
ク
ジ
ャ
ム
と
シ
フ
ォ
ン

ケ
ー
キ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
女
性
農
業
者
は
「
楽

し
い
講
習
で
今
後
の
活
力
に
な
っ

た
」
、
「
他
市
の
女
性
農
業
者
と
交

流
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
感
想

を
話
し
て
い
ま
し
た
。　
　

北
海
道
鹿
追
町
の
農
委
会
と

都
内
の
新
規
就
農
者
が
意
見
交
換

女
性
農
業
者
が
加
工
品
作
り
を
研
究

都
農
業
会
議
・
国
分
寺
市
認
定
農
業
者
相
談
支
援
チ
ー
ム

竹内さんの果樹園を見学

　

国
分
寺
市
農
業
委
員
会
（
榎
戸

岩
男
会
長
）
は
、
11
月
に
市
内
４

地
区
で
座
談
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
会
場
で
榎
戸
岩
男
会

長
と
榎
戸
新
一
職
務
代
理
が
出
席

し
た
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で

担
当
地
区
の
農
業
委
員
な
ど
が
出

席
を
し
、
ま
ず
農
地
利
用
状
況
調

査
の
結
果
な
ど
を
報
告
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
都
農
業
会
議
の
職
員

が
農
業
委
員
会
法
の
改
正
や
相
続

税
納
税
猶
予
制
度
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
し
、
参
加
者
や
農
業
委
員

な
ど
と
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

国
分
寺
市
農
委
会
が
地
区
座
談
会
を
開
く

12
月
～
１
月
の
日
程

12
・
１ 

㈫ 

区
内
職
員
検
討
会

12
・
３ 

㈭ 

全
国
農
委
会
長
集
会

12
・
４ 

㈮ 

西
多
摩
職
員
検
討
会

12
・
７ 

㈪ 

南
多
摩
職
員
検
討
会

12
・
９ 

㈬ 

北
多
摩
北
職
員
検
討
会

12
・
10 

㈭ 

北
多
摩
南
職
員
検
討
会

12
・
11 

㈮ 

北
多
摩
西
職
員
検
討
会

12
・
17 

㈭ 

常
任
会
議
員
会
議

12
・
18 

㈮ 

農
地
利
用
方
策
研
究
会

１
・
15 

㈮ 

島
し
ょ
地
区
検
討
会

１
・
18 

㈪ 

常
任
会
議
員
会
議

１
・
20 

㈬ 

北
多
摩
北
地
区
検
討
会

１
・
21 

㈭ 

北
多
摩
南
地
区
検
討
会

１
・
22 

㈮ 

北
多
摩
西
地
区
検
討
会

１
・
26 

㈫ 

区
内
地
区
検
討
会

１
・
28 

㈭ 

南
多
摩
地
区
検
討
会

１
・
29 

㈮ 

西
多
摩
地
区
検
討
会

　

全
国
農
業
委
員
会
職
員
協
議
会

は
、
10
月
29
日
か
ら
30
日
に
、
神

奈
川
県
横
浜
市
に
て
平
成
27
年
度

東
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
農
委
会
職
員
現

地
研
究
会
を
開
き
、
都
内
か
ら
５

人
の
農
業
委
員
会
職
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

研
究
会
で
は
、
農
業
委
員
会
法

の
改
正
を
テ
ー
マ
に
大
妻
女
子
大

学
の
田
代
洋
一
教
授
に
よ
る
講
演

や
情
勢
報
告
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全

国

職

員

協

議

会

が

横

浜

市

で

現

地

研

究

会
を
開
く　
　
　
　
　

にごりや農園の加工場を見学

座談会で挨拶をする国分寺市農業
委員会の榎戸会長


